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遊休不動産利活用推進事業
（まちなか未来創造課）

関係人口推進事業費（企業立地・支援課） SDGs未来都市推進事業費
（ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾀｳﾝ推進室）

ワーケーションプログラム実施
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とっとりワーケーションネットワークの構築

地域連携DMO
(一社)麒麟のまち観光局

鳥取県

鳥取商工会議所 鳥取市

鳥取がワーケーションの適地として選ばれる地域を目指すため、地域連携DMO（麒麟のまち観光局）が主体となって、
『とっとりワーケーションネットワーク協議会』を設立し、官民で連携しながらワーケーションを推進しています。

・各会員間でのネットワーク構築
会員募集と意見交換

・情報発信事業
ホームページ運営
モニターツアーの実施
セミナーの開催・勉強会の実施

・交流人口拡大に繋がる各種取り組み

会
員
数

活
動
内
容

・特別会員（宿泊・観光関連）１１
・一般会員 ２９
・公共団体等会員 ２５
会員数 ６５（令和６年１月現在）
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①越境学習「ことこらぼ」プログラム SDGs未来都市推進事業費
（ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾀｳﾝ推進室）
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①越境学習「ことこらぼ」プログラム SDGs未来都市推進事業費
（ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾀｳﾝ推進室）
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①越境学習「ことこらぼ」実施の様子 SDGs未来都市推進事業費
（ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾀｳﾝ推進室）
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②鳥取の新しいミライを担う
リーダー創造プログラム

鳥取の将来を担う若者と、県外企業が参加し、未来の地域に必要な「新たな価値」を創造し、地域発展に向けた新たな可能性
を見つけるためのプログラム。「鳥取ってなにもない」「都心では出来るけど、地方では出来ない」本当にそうなのか 地方
の方が遅れているのか そのスピードは何が基準なのか 
問いの解決策として、様々な背景を持つ参加者がグループワークに取り組み、多角的な視点で地域や参加者自身の強みを評価
しながら、自分が考える「理想とする働き・生き方」を改めて考え、今まで見えていなかった価値や可能性を見出していく。
新たな地域のアップデートに繋がるきっかけを生み出すプログラム。

関係人口推進事業費
（企業立地・支援課）
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②鳥取の新しいミライを担う
リーダー創造プログラム

参加者の声
• 「鳥取って何もない」最初はネガティブな言葉しか浮かばなかっ
たが、実はそれはマイナスじゃない事が分かった

• ミライに向けて自分は何を大切にしたいか、もやもやが具体的に
なった

• ここにいる方と新しいことが生まれそうな気がする
• 鳥取との繋がりを持てて嬉しい。人が温かい地域で毎回来るのが
楽しみだった

• イマとミライを考えることで自分の「働き方」「生き方」のヒン
トや来年に向けた行動を考えるきっかけになった

関係人口推進事業費
（企業立地・支援課）
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③雛鳥プロジェクト
取組の概要
首都圏でメディア、地域PR、広告などに関わる方々で構成する「鳥取の魅力発掘・発信に関する勉強会」が、人材育成事業
として、首都圏のZ世代の若者が鳥取市内で滞在、交流しながら地域の魅力発掘・発信を行う雛鳥プロジェクトを実施。
本プロジェクトでは、
①若者が河原町と用瀬町にチームに分かれ、現地の受け入れ団体に案内いただきながら地域の魅力を発掘する。
②参加者から地域の方々へ、地域の魅力として感じたこと、魅力の発信方法などについて発表を行う。
③地域の受け入れ団体から参加者に「ふるさと認定証」を贈呈し、何度も通いたくなる地域との関係性を築くとともに、
フィールドワーク終了後も鳥取の魅力発信を担っていただく。

日程 令和5年11月23日 26日 活動場所 鳥取市河原町西郷地区、用瀬町
※鳥取市関係人口推進事業支援補助金を活用

鳥取市河原町西郷地区

一般社団法人西郷工芸の郷あ
まんじゃくの北村代表のご協
力のもと、窯元訪問、同法人
が運営するカフェ＆ギャラ
リー「okudan」で
前田昭博氏をはじめとする作
家やむらづくり協議会の方々
と交流

鳥取市用瀬町

株式会社週末住人の深沢さんの
ご協力のもと、地域の民家での
薪割り体験・囲炉裏体験、地域
の方々と物々交換をしながら交
流する「わらしべ長者体験」な
どを体験

関係人口推進事業費
（企業立地・支援課）
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③雛鳥プロジェクト
事業の成果等
首都圏のZ世代の若者６名が３泊４日の日程で鳥取市に滞在し、現地で体験や交流を行いながら魅力発掘・発信を行った。
今回のプロジェクトをきっかけとして、参加者全員が、地域の魅力を感じて再訪を熱望しており、地域側からも「何度も来て欲しい、若者
が来てくれると地域が元気になる」と歓迎いただくなど、地域に何度も通いたくなる関係性が構築できている。
次年度以降、この度の取組をひとつのモデルとして、２期生、３期生と参加者を募り、鳥取とつながりを持ちながら地域の魅力発掘・発信
を行う人材（雛鳥）の量的拡大や育成、活動地域拡大などを目指していく。

参加者からの意見
• やみくもに若者を集めたらいいというわけでもなく、理解があり、
地域の環境に適応でき人に来てもらうのが重要である。

• 地域に関心がある若者は増えていることからニーズを的確にとらえ、
場所も用意しながら移住者を増やしていく必要がある。

鳥取の方々からの意見
• 今後、さらに2度、３度繰り返し地域を訪れて理解を深めていってほ
しい。来てくれれば来てくれるだけ歓迎したい。

• 首都圏の若者が感じた鳥取の魅力を誰に伝えたいかという視点が大事。
参加者の皆さんの視点に共感する人々を連れてくるような仕組みはい
いかもしない。

• 少子高齢化や地域の担い手不足が課題となる中で、何かを仕掛けてく
れる人を地域は求めている。

関係人口推進事業費
（企業立地・支援課）
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④まちづくりワーケーションプログラム

中心市街地の
空き家・空き店舗

×

中心市街地の
公共空間

×

地元人材

都市部人材

都市部人材
（関係人口）× 地元人材

公園

河川空き家・空き店舗

空き家・空き店舗

鳥取市の中心市街地の具体的な遊休不動産
を対象に「都市部側」と「地元側」の参加
者を組み合わせた、課題解決型プログラム。
都市部側の参加者は、本プログラムの参加
を契機に鳥取市の関係人口となることを目
指す。
具体的な遊休不動産をテーマに、現地
フィールドワークと３ヶ月間のオンライン
MTGを通じて事業計画を策定し、事業化を
目指す。
鳥取のまちと実在する遊休不動産をテーマ
にしながら、鳥取と都市部の両方の人材が
変容し合うということが特徴。

遊休不動産利活用推進事業
（まちなか未来創造課）
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④まちづくりワーケーションプログラム
今年度は空き家・空き店舗だけではなく、公園や河川などの公共空間の利活用を行い新しい賑わい空間の創出をテーマにして「歩いて楽し
いまち」を構成する空間の実現を、民間企業と一緒に検討する。
舞台は、鳥取市のリノベーションまちづくり構想の注力エリアとして位置付けられている「花見橋通り沿線」から選定する。
３年目となる本年の対象物件は、行政が不動産オーナーとなる「公共空間」を対象とし、２チームで２物件を担当する。

最初の２日間は鳥取市にて
現地フィールドワーク

1ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目初日

その後の約3ヶ月は（主に）オンラインで
事業案策定やプレゼンテーション

横チーム
花見橋通りに垂直に位置
する袋川沿線エリア

縦チーム
花見橋通り沿線エリア

遊休不動産利活用推進事業
（まちなか未来創造課）

11

11


